
令和３年度

安全・安心な子どもの居場所づくり研修会

〈主催〉 群馬県教育委員会 〈主管〉 東部教育事務所

令和３年１１月２０日（土）太田市九合行政センターにおいて、放課後等の安全・安心な子ど
もの居場所づくりを推進するために、専門的な講義や情報交換等をとおして、放課後子ども
教室や放課後児童クラブ等による子どもの居場所づくりにかかわる事業関係者の資質向上
を図るために研修会を開催しました。コロナ禍での開催であったため東部管内関係者３０名
限定での開催とさせていただきました。

～コーチング流・効果的な関わり方～
「叱る」ことについて考えて見ましょう

○とても大事な話を聞くことができた。子どもと接することは難しいが、とても有
意義な研修だった。子どもと向き合う姿勢がきっと変わると思う。
○子どもの話を聞くこと、認めることの大切さが分かった。
○グループワークでイメージが鮮明になった。今後の活動に生かしたい。
○叱る理由やタイミングもあるが、相手を認めてあげることが大事だと感じた。

○叱ることが苦手だったので、とても勉強になった。子どもの気持ちに寄り添
い、受け止め、認めてあげることの大切さを改めて感じた。まずは、子どもとの
信頼関係を築くことだと感じた。

昨年度に引き続き合同会社結惟 代表 鈴木 結子 氏をお招きし、御講義いただきま
した。
講義では、昨年度DVDで紹介した講座の中で、もっとも反響をいただいた、「『叱ること』

相手への思いの伝えかた」についてコーチングスキルを活用したコミュニケーションについ
て、丁寧に教えていただきました。また、講義の中で参加者同士が情報交換等する場面を
設定していただき、参加者にとって、たいへん有意義な研修会となりました。
参加者の意見、感想等は、以下のとおりです。


